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3 回目やすらぎティータイムを開催しました。 

（参加者：患者 3 名、家族 2 名、スタッフ 7 名） 

やすらぎティータイムは患者さん・家族の方へ、

病院の中でやすらげる時間と場所を提供すること

を目的としています。今年度よりリンクナースの方

からもご協力いただいています。当日会場を七夕

の雰囲気いっぱいにした飾りは、リンクナースの皆

様の手作りです☆ 

高橋先生のチェロの演奏を、お茶とお菓子を楽

しみながら聴きました。チェロの音色は先生と同

様に、本当にステキでした♪  

久しぶりに病棟の外へ出ることができて涙する

方、「音楽は癒されるね。」と音楽の思い出を話さ

れる方もいらっしゃいました。 

             次回は９月開催予定です。 

 

 
 

 

  
 

去る７月２２日、酒田地区の医師・薬剤師・ケア 

マネージャー・地域医療室の看護師が参加し、 

今年度初となる地域連携緩和ケア協議会が 

開催されました。協議会では事前のアンケートを 

基に、患者の家族・病院・施設が今まで以上に 

つながり、よりスムースな連携ができるような 

意見が交換され、非常に充実した会となりました。 

 出席者の意見で「相手（患者）の立場を 

尊重するのも大事」「必要なことは必ず施す 

ことも大事（説得）」という言葉がとても 

印象的でした。今後は１１月と２月に 

開催予定です。 

第 15 回緩和ケア学会に参加して 

 今回で当院の緩和ケアチームができて 4 回目の参加となります。 

2 回目の参加より演題を出していましたが、本年は 2 題が採用されました。 

しかしまだ院内、院外においての活動が十分でなく、問題点が山積しています。 

学会の話題に今回は疼痛、鎮静のガイドラインの取り扱いがでていました。やはり他の 

分野の臨床研究と違い、十分な症例数は登録できず、具体的な期待値も設定困難なために 

エビデンスレべルの高い論文は少ない現実があります。逆にそれは日頃の 

臨床例の大切さを示唆していると思われます。 

今後とも皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

                             文責 坂井庸祐 

 

 

～緩和ケアの申し込み・お問い合わせは～ 

 お近くの緩和ケアリンクナースか地域医療室へ（内線：２７１１） 


